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設開 下記の文章を読み、 絵本を通して作者が幼い子供たちに伝え

たいことは何かをまとめ、 もし、 あなたが保育者として、 年長児に

この絵本を読み聞かせるとしたら、 どのような時に、 どのような点

に留意して読みたいと思うかについて 800 字以内で述べてください。

）

不忌議な写真がある。 角が絡み合ったまま息絶えたヘラジカ

2 類の骨だ。 激しく闘い、 外れなくなったのだろう。 撮影し

たのは24年前に亡くなった写真家星野道夫さん。 この1枚

から今秋、 絵本『あるヘラジカの物語』が生まれた。 作者の

鈴木まもるさん(68)を静岡・伊豆に訪ねた。 「 昨夏の深夜、ず

っと昔に見たあの写真を夢でみたんですl。 星野さんとは

族ぐるみの付き合い。布団から飛び出すと 一 心に鉛筆を走ら

せ、 徹夜で草案を仕上げた。 2カ月後、 写真の舞台アラスカ

へ飛ぶ。 星野さんの間想を頼りに大地を歩き、 動物をスケッ

チした。肌を刺す空気、またたくまに原野を毅う雪に驚いた。

粒本では、疲れ果てたヘラジカ2頭をヒグマやコヨ ー テたち

が食べていく。 「 小さい子が怖いと感じる絵本にはしたくな

い。 そ仇でも、 生の体が肉になり骨になる。 その現実は描き

たかった」。 残酷すぎるか、 雪で隠しすぎたか。何度も描き直

した。 忌えば、 命の栢環は星野さんの生涯の主題だ。 彼の残

しに 一 文にヘラジカ（ム ー ス）を食べる現面がある。 「 ム ース

の体は、 ゆっくりと僕の中にしみこんでゆく。 その時、 僕い

ム ースになる。 そして、 ム ー スしよ人になる」。 写真家は思いを

はせる。 「生きる者と死す者。有機物と無機物。 その境とは一

イぷどこにあるのだろう」。 絵本の終咄、 ウサギがヘラジカの

骨をかじる。 ＜マイナス 50 度、 しずかなきびしい冬のアラ

スカ：；・。冬が追る現地で繰り広し）られている命のリレ ー を想

像した。
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